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自閉スペクトラム症の成人における 
社会生活の実態について

―余暇・社会的ネットワーク・自己決定を中心とした 
生活の質―

Social Life in Adults with Autism Spectrum Disorders
―Quality of life with a focus on leisure, social networks, and self-determination―

畑原　幸貞
中京大学大学院社会学研究科修士課程

論文要旨
　本研究は、自閉症スペクトラム症の成人における余暇・社会的ネットワー
ク・自己決定による先行研究をレビューしたものである。自閉スペクトラム
症にとっての余暇は、孤立した活動が主であり、コミュニティの活動に参加
している人がいる一方で、そうでない人も多く存在している。社会的ネット
ワークは、社会的なつながりを求めているが、社会的孤立になりやすく、コ
ミュニティに参加するためには、継続的な支援が不可欠である。自己決定は、
職場や学校等の周囲の人から排他的な扱いをされることが影響すると報告さ
れている。そのため、自閉スペクトラム症の人が自己決定できるためのサポー
トが必要となる。
　自閉スペクトラム症の人たちの我が国における余暇支援のあり方をはじ
め、自己決定の機会の保障や社会的ネットワークによる支援体制の構築につ
いて、十分な検討が行われていないため、今後さらなる調査研究が必要であ
る。

キーワード：自閉スペクトラム症（autism spectrum disorder）
　　　　　　余暇（leisure）
　　　　　　社会的ネットワーク（Social Network）
　　　　　　自己決定（self-determination）
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　　　　　　生活の質（quality of life）

1．我が国の障害福祉施策
　我が国は、2014 年に『障害者の権利に関する条約』（障害者権利条約）（1）

を批准し、障害者の権利を尊重し、その権利を実現するための措置を講ずる
こととなった。その批准に向けて、様々な国内法令の整備が行われた。まず、
2011 年に障害者基本法が改正され、障害者の権利を保障し、自立及び社会
参加を促進することが目的となった。従来の「医学モデル」から「社会モデ
ル」へ障害の捉え方の転換となった。それに伴い、2012 年に障害者総合支
援法が成立し、制度の谷間にあった難病を含む障害者が障害福祉サービスを
利用できるように法整備が行われた。また、2013 年に障害者差別解消法が
成立し、障害者が社会生活を営む上で合理的配慮が求められるようになった。
　その中で、我が国の障害者の地域生活への動向やその取り組みについて、
令和４年版障害者白書（2）によると『地域生活を支える拠点としての体制整
備について、障害者の重度化・高齢化への対応や親亡き後を見据えて、地域
生活への移行・継続の支援と地域生活における安心を確保するために地域生
活支援の体制整備が進められている』とある。このことから、障害者の地域
生活のあり方について検討が求められる。その指針となっているのが、「障
害福祉サービス等及び障害児通所支援等の円滑な実施を確保するための基本
的な指針」（平成 18 年厚生労働省告示第 395 号）（3）である。共生社会を実現
するため、障害者等の自己決定を尊重し、その意思決定の支援に配慮すると
ともに、障害者等が必要とする障害福祉サービスやその他の支援を受けつつ、
その自立と社会参加の実現を図っていく。

1―1．我が国の余暇・社会的ネットワーク・自己決定の研究
　自閉スペクトラム症（以下：ASD）者が親亡き後、地域で自立した社会生
活を送るためのプラットホームが不可欠である。そのため、自分らしい生活
を支えるため社会的ネットワークの構築や自己決定が尊重される生活を送れ
るためのサポートが重要になる。山城（2019）は、自分らしい生活を送る上
で個人的活動や趣味的活動等の余暇も社会的ネットワークの構築・拡大に必
要な要素であると述べている。そのことから、余暇が社会的ネットワークの
構築に関与する可能性が示唆された。
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　ASD 者の余暇が地域生活にどのような影響を与えているのか、地域生活
を支えるための社会的ネットワークが ASD 者にどのような影響を与えてい
るのか、自己決定の機会が自分らしい生活を送るためにどのような影響を与
えているのか、また、それらに関連する要因の実態を把握することが、
ASD 者の生活の質（以下：QOL）の向上にどのような効果をもたらすのか
を明らかにすることの意義は大きいと考える。しかし、我が国における余暇
や社会的ネットワーク、自己決定についての研究は少なく、そのため、
ASD 者が自分らしく地域生活を営む上でどのようなサポートが必要である
のかが明らかとなっていない。

1―2．我が国における自閉スペクトラム症の余暇の実態について 
　我が国における ASD 者の余暇については、2012 年度に厚生労働科学研究
補助金事業において課題として取り上げており、その報告書の中で、余暇支
援は地域の中で誰とつながって暮らしていくのかを考える上で重要な視点で
あるものの、その実態把握はされていないことを指摘している（辻井、
2014）。また、厚生労働省の 2016 年度の障害者総合福祉推進事業で発達障害
者の当事者活動支援に関する調査をしているが、その中で、当事者活動とし
て茶話会や交流会などを開催していることが確認できる。しかし、そうした
当事者活動は当事者のみで運営面を担っていることから、問題も生じやすく
維持管理の難しさを指摘している。
　辻井（2014）は、余暇をひとりで過ごすことは大切であるが、同じ趣味を
持つ同士で活動したり、意見交換したりできる機会の提供をしていくことが
余暇支援で大切であることが示唆している。そのため、我が国における
ASD 者の余暇についての取り組みの実態についてさらに把握が必要である。

2．諸外国の余暇・社会的ネットワーク・自己決定の研究
2―1．余暇
　余暇の時間は障害の有無に関わらず自分らしい生活を送るために欠かせな
い要素の一つである。M. Louise ら（2022）は、余暇は人々にとって有意義
で楽しく好きな活動や生活体験に従事するための非常に多様な機会を提供す
るものであると述べている。また、Milena P ら（2000）は、貧困層の女性を
対象に余暇活動への意義について、仕事の満足度が少なく、世帯収入が低い
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貧困層の女性においても、余暇活動への参加は、不安 / 抑うつ症状といった
精神状態の改善をもたらし、ウィルビーイングに重要な役割があると述べて
いる。
　その中で、A. Cara（2009）は、障害者の余暇研究は十分にされてきておら
ず、障害者の声に耳を傾けて、関わることが重要であると言及している。
　ASD 者の余暇の現状について、M. Badia ら（2012）によれば、ASD 者の
余暇活動はひとりで過ごしていることが多く余暇活動の参加が制限されると
報 告 さ れ て い る。SC Folta ら（2022）の 研 究 で も、 ゲ ー ム や ビ デ オ、
Youtube、Netflix、ネットサーフィンなどが最も多いと述べている。また、H.F 
Erinn ら（2018）によればゲームをプレイすることが自分らしい生活を送る
上で良い影響を与えていると述べている。これらのことから、孤立的な余暇
でも心理的幸福を与える影響があることが明らかとなった。
　ASD 者の余暇の役割について、Stacey.T ら（2019）によると、余暇活動
は QOL 向上に寄与し、ウェルビーイングにとって重要であると述べている。
孤立した余暇活動のみが ASD 者の QOL に寄与するだけでなく、J.RNicole
ら（2019）によれば、身体活動の参加を増加させることや多様な社会的関係
を通じることが QOL を高める可能性があると示唆されている。A.C. Lauren
ら（2022）は、余暇活動やレクリエーション、コミュニティ活動に参加して
いる ASD 者もいる一方で、そうでない人も多く存在していると述べている。
これらから、ASD 者の余暇は、孤立した余暇活動であっても QOL の向上
や心理的幸福感などにつながっていることが明らかになった。その上でレク
リエーションやコミュニティ活動に参加することでさらに OQL が高まる。
しかし、多くの ASD 者は身体的な活動や友人・知人といったコミュニティ
に参加しての余暇活動が乏しい現状が浮かび上がった。

2―2．社会的ネットワーク
　先行研究から ASD 者の余暇は孤立した活動が多いことが浮き彫りとなっ
た。レクリエーションやコミュニティ活動が ASD 者の交友関係や社会的つ
ながりにどのような役割があり、どのような効果があるのだろうか。GS 
Liptak ら（2011）によると、ASD 者の多くは、友人関係が乏しく年齢が上
がるにつれて孤立になりやすい傾向があると示唆している。また、C.T 
Megan ら（2014）によると、ASD 者の多くは、自身が孤独を感じることによっ
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て他者との社会的接触から孤立していると述べている。また、E.Hutten ら
（2022）は、障害の有無に関わらず、年齢が上がるにつれて孤立していると感
じる成人が増加することを明らかにした。ASD 者が孤立によるメンタルヘ
ルスへの影響について Hymas. R ら（2022）は、孤独と不安／抑うつ症状と
の間に有意な相関関係があることを示している。
　そのため、K.Grace ら（2022）は、ASD 者にかかわらず、社会的つながり
を求めるのは人間共通の基盤であると述べており、Cook Julia（2022）よれば、
ASD 者は、社会的つながりを求めるため多様なカモフラージュ行動や戦略
的行動を用いて社会生活を送ることを明らかにしている。
　このように ASD 者も社会的つながりを求めているため、社会的ネットワー
クの支援が必要になると考えられる。G.I.Orsmond ら（2013）によると、
ASD 者が仲間やコミュニティとの社会活動に参加できるようにするために
は、継続的な支援が必要であることを述べている。Wei Song ら（2022）は、
ASD 者の家族環境がコミュニティ参加に与える影響について研究したとこ
ろ、配偶者や同居人と住んでいる ASD 者は、家族と同居している成人より
も地域活動に参加する頻度が高いが、多様な活動に参加しているわけではな
いことを明らかにしている。
　ASD 者の社会的ネットワークについては、年齢があがるにつれて孤立を
感じやすく、社会的孤立をしないようにさまざまなカモフラージュ行動や戦
略的行動を取り、工夫しながら社会的つながりを保っていることが明らかと
なった。また、社会的孤立と不安／抑うつ症状のようなメンタルヘルスと関
連がすることが示され、家族からのサポートやインフォーマルな支援が社会
的ネットワークにもつながるきっかけとなり、コミュニティへの参加により
QOL が向上することにより孤立感を軽減させることが推察される。

2―3．自己決定
　余暇を含む日常生活において自己決定をする機会は、障害の有無に関わら
ず自分らしい生活を営む上で重要な要素である。SY Kim（2019）は、自己
決定が就労状況や社会参加、権利擁護、ポジティブなアイディンティ、スト
レス管理の領域に対して影響があると述べている。しかし、ASD 者の自己
決定は、ASD 者でない人と比べて、その機会が少ないと言われている。そ
の要因として T.H .Sandy ら（2023）によると、周りの人からの差別的な扱い



を受けた経験が影響しており、また、Brianne ら（2022）によると、ASD 者
は自己決定するためのスキルが乏しいため、自己決定のスキルを養うプログ
ラムが必要であると説いている。White.K ら（2018）によると、ASD 者は自
己決定を保障するためのサービスや支援を受けることで、自己決定の獲得や
機会が増えることで QOL の促進につながると示唆している。
　しかし、自己決定を支援するサポートだけでなく、Roux ら（2015）によ
れば、ASD 者は高校卒業を機に必要なサポートやサービスが減少すること
で支援が受けにくくなるという現状があると述べている。N. Frielink ら

（2021）は、ASD 者に対する専門的なサポートが日常生活で最適に機能する
ことが不可欠であると言及している。そのため、ASD 者の自己決定の機会
の保障を含む適切なサービスや支援を活用できることが必要になることが示
されている。

2―4．生活の質
　ASD 者に限らず、すべての人にとって QOL の向上は社会生活を営む上
での重要な課題である。特に ASD 者の QOL について HM Chiang ら（2014）
は、一般的な人と比べて低いと報告している。その要因として Sáez-Suanes 
.G.P ら（2021）や Isaac C. Smith ら（2019）によると、不安や抑うつ症状等の
精神病理を併発していることや、Bishop F .L ら（2018）による、ストレスと
QOL の関連について、ストレスが多いと QOL が低下することが挙げられる。
そして、ASD 者の QOL を向上させるためには、自己決定を含むさまざま
なサポートが不可欠であることも言及している。
　また、Lauren B.F ら（2017）は、ストレスを緩和させるには、レクリエー
ション活動に参加することを挙げている。しかし、レクリエーション活動に
参加したいと想起される過程において、自己決定がどのように関連し、影響
しているのかについても明らかになっていない。
　ASD 者の QOL の向上には余暇活動やレクリエーション活動が大切であ
るが、これらに参加したいと想起させるためのサポートが必要であり、その
あり方について明らかにすることが求められる。
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3．考察
3―1．余暇が社会的ネットワークに与える影響
　先行研究から ASD 者の余暇は孤立した活動が主であるとされており、制
限を受けていることが明らかとなった（M. Badia ら、2012）。ただ、社会的ネッ
トワークの先行研究にあるように、ASD 者は年齢が上がるにつれて一般的
な人と比べ孤立になりやすい傾向にある（GS Liptak、ら 2011）。ASD 者の
特性には、社会性やコミュニケーションを用いた対人関係の苦手さがあるこ
とから、自ら社会に対する関わりを作ることに抵抗があることもその理由の
一つであることが考えられる。社会的ネットワークを構築し、コミュニティ
に 参 加 で き る た め に は、 こ の よ う な 特 性 に 対 す る サ ポ ー ト を 含 め、
G.I.Orsmond ら（2013）が示すように継続的な支援が不可欠であることが考
えられる。また、社会的孤立から不安／抑うつといったメンタルヘルスに影
響を及ぼすことが明らかになった（Hymas. R ら 2022）。それらのことから
ASD 者は、年齢が上がるにつれて他者から孤立状態になりやすく、さらに
地域コミュニティからも孤立されやすくなることやメンタルヘルスが悪化し
やすいことが明らかとなった。これらの先行研究により ASD 者の地域生活
の実態が明らかとなったことから、余暇活動が誰かとつながれる機会を提供
し、社会的孤立から脱却できる可能性を秘めていることが推察される。
　しかし、ASD 者はゲームやビデオ等の余暇活動をひとりでしたり、見た
りすることが多く、友人やパートナーと過ごす機会や経験が不足している

（SC Folta ら 2022；GS Liptak ら 2011）。それは、一般的な余暇の過ごし方
と異なると言えるだろう。そのため、余暇を通した社会的つながりがあると
は言い切れない。その要因として一つ挙げられることは、ASD 者の多くは、
学校や職場等で排他的な経験を受けたことが関与していることである

（Koegel .R、2013）。ASD 者の中には、対人関係やパーソナルネットワーク
等の社会的なつながりを求めたいと思う一方で、誰かとつながることに対し
て不安や恐怖を感じているのではないだろうか。ASD 者がコミュニティの
中でネガティブな経験をしていることから、周囲からの合理的配慮を受けな
がら、安心してコミュニティに参加できる社会的ネットワークの構築が求め
られるが、そのための支援については、本人への直接的なアプローチだけで
なく、その人がネットワークに参加できるための周囲の理解啓発や環境調整
も必要であり、誰かとつながれる機会を保障することが不可欠である。
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　ただ、先行研究では、ASD 者の余暇を通じた社会的ネットワークの構築
の可能性について言及しているものはなく、ASD 者にとって余暇活動に対
する安心したサポートが日常生活にどのような影響があるのかが明らかに
なっていない。我が国における、ASD 者の余暇が地域生活を営む上で、ど
のように対人関係を築き、どのような社会的ネットワークを構築していくの
か、また ASD 者の個々の特性などに応じたサポートのあり方について明ら
かにすべき点であろう。

3―2．余暇と自己決定の可能性
　ASD 者にとって自己決定は、余暇とともに QOL を高める上で欠かせな
い要素の一つである。しかし、これまでの研究では、ASD 者の自己決定の
機会が少ないことが明らかとなっており、その要因が対人関係に起因すると
されている（T.H .Sandy ら 2023）。また、自己決定の機会が少ないことの影
響には、人権侵害や、社会参加が乏しくなることも指摘されている（SY 
Kim2019）。この自己決定の機会の欠如はQOLが低下することも懸念される。
　ASD 者の余暇と自己決定の関連について考えてみると、自己決定は、
Brianne ら（2022）の研究によると学校より自宅の方が自己決定をする機会
の割合が高いことが示されている。先述したように ASD 者の余暇は、ゲー
ムやビデオ等といったひとりでできる活動が多いと明らかとなっている（SC 
Folta ら 2022）。それらは、自宅で過ごす余暇が ASD 者の自己決定を保障す
る機会と関連するのではないだろうか。ASD 者が孤立した余暇に傾倒する
要因として自己決定の容易さが考えられるのかもしれない。しかし、両者と
も QOL の向上に欠かせない要因であるが、その関連については、明らかと
なっていない。ASD 者にとって余暇活動が自己決定を保障する機能を果た
すことが社会参加の礎になるとかもしれない。
　それらのことから、ASD 者が自分らしい生活を営む上で自己決定が尊重
されることは重要であると考えられる。しかし、我が国において、意思決定
支援のガイドライン（4）に記載されてある通り、その対象者が成年後見制度
や福祉サービスを利用している認知症や知的障害の人を前提としており、
サービスを利用していない ASD 者の自己決定におけるサポート体制が整備
されていない。
　そのため、ASD 者の特性に応じた、自己決定支援から自己実現につなが
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るような支援を整理することや社会に対して働きかけをして支援体制を整備
するなど具体化させていくことが大切であると考えられる。
　ASD 者の中には、相手の意図を汲み取ったり、自分の思いを伝えたりす
ることが苦手な人がいる。そのような人にとって自己決定をすることは、難
しい場合がある。自己決定をするためには、複数の選択肢から自分や周囲が
最善と考える物事を選択することであったり、その選択できるものについて
理解することであったり、それを選択することで周囲がどのような反応を示
すかといったイメージができるのかなどのさまざまな能力を必要とする。ま
た、本人が選択したことでのボジティブな結果につながった経験をしている
ことが、自己決定を促す要因の一つであり、分からないことやイメージでき
ないことに対して周囲にサポートを求められたり、周囲が本人に理解できる
ようなサポートをしたりすることが必要になるだろう。
　自己決定に困難を示す ASD 者において、適切なサポートを受けられるこ
とが自分らしい生活を営むことができる要因の一つにとなると考えられる。

3―3．コミュニティによる余暇活動に対する生活の質
　ASD 者の生活の質は、先行研究より一般的な人と比べ低いことが明らか
となっている（HM Chiang ら 2014）。その要因として先述した自己決定の
制限やレクリエーション等の余暇活動を含む社会的サポートの不足が関連し
ている（Sáez-Suanes .G.P ら 2021）。それだけでなく、不安や抑うつ症状等
の精神病理の併存やストレスとの関連が QOL を低下させることが示唆され
ている（Isaac C. Smith ら 2019）。ASD 者の余暇は、テレビやゲーム、散歩
等のひとりでも取り組める活動が頻回であり、それらの活動を行うことがス
トレスと緩和になることが示唆され、QOL を改善するリソースとして明ら
かとなった（Lauren B.F ら 2017）。
　一人で行う余暇がストレスなどの緩和に寄与していることが明らかとなっ
たが、友人や知人等のコミュニティ参加による余暇活動がストレスや不安や
抑うつ症状への影響について明らかとなっていない。それは、辻井（2014）
が示唆している同じ興味関心を持つ者同士の交流が、メンタルヘルスの緩和
をどのような効果をもたらし、QOL の向上にどのような影響を与えるのか
を明らかにすべきである。また、コミュニティの余暇活動にはコーディネー
トする支援者の役割も大きいだろう。そのため、支援者のサポートの在り方
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について検討が必要である。自分らしく安心した社会的ネットワークの中で
家族、友人やパートナー等とつながりながら、社会的支援を活用することで
多様な余暇活動を含む社会生活を営むことが可能になると考えられる。

4．結論
　ASD 者にとって QOL を考える上で余暇や社会的ネットワーク、自己決
定は不可欠な要素であることが明らかとなった。しかし、それぞれがどのよ
うに関連し、影響し合っているのかが明らかとなっておらず、ASD 者が地
域社会の中でより豊かに自分らしく社会参加していくためには、どのような
ニーズがあるのか、どのような支援を求めているのかについて丁寧に聞き取
りをして把握することが必要になるだろう。
　つまり、ASD 者が社会とのつながりの中で自分らしく過ごすためのソー
シャルサポートの存在が必要であると考えられるが、余暇支援の在り方をは
じめ、自己決定の機会の保障や社会的ネットワークによる支援体制の構築に
ついて、十分な検討をするため、今後さらなる調査研究が求められる。

注）
（1） 障害者の人権及び基本的自由の享有を確保し、障害者の固有の尊厳の尊

重を促進することを目的として、障害者の権利の実現のための措置等に
ついて定める条約である。

（2） 障害者基本法（昭和 45 年法律第 84 号）第 13 条に基づき、平成 6 年から
政府が毎年国会に提出する「障害者のために講じた施策の概況に関する
報告書」である。

（3） 我が国の障害保健福祉施策においては、障害者及び障害児（以下「障害
者等」という 。） が、基本的人権の享有主体である個人の尊厳にふさわ
しい日常生活又は社会生活を営むことができるよう必要な支援を行うこ
とにより、全ての国民が、障害の有無によって分け隔てられることなく、
相互に人格と個性を尊重し合いながら共生する社会（以下「共生社会」
という。）の実現に寄与することを目指して、制度を整備してきた。

（4） 障害者総合支援法においては、障害者が「どこで誰と生活するかについ
ての選択の機会が確保」される旨を規定し、指定事業者や指定相談支援
事業者に対し、「意思決定支援」を重要な取組として位置付けている。意
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思決定支援の定義や意義、標準的なプロセスや留意点を取りまとめたガ
イドラインを作成し、事業者や成年後見の担い手を含めた関係者間で共
有することを通じて、障害者の意思を尊重した質の高いサービスの提供
に資することを目的とする。
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